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内部通報制度のチェックリスト①

チェックチェック内容⼿順

通報対象の明確化
内部通報の対象となる不正⾏為や違法⾏為を明確に定義できている

通報内容がどの範囲まで受け付けられるかを明確に定義できている
1

メールやチャット、専⽤フォーム、ホットラインなど複数の通報⼿段が⽤意できている

通報⼿段の確保2 通報者が匿名で通報できる

通報内容が追跡できるようになっている

通報者の保護3
通報者の⾝元を守るための規定や適切な⼿段を⽤意している

通報者に対する報復を禁じることを規定に明記している

通報内容の調査4
通報内容の調査体制と⼿続きが明確になっている

不正⾏為が確認された場合の対応措置（懲戒処分など）が明確になっている

調査結果の報告5
通報者が匿名の場合も適切に調査結果を報告できる仕組みになっている

通報者のプライバシーと通報内容の機密性を守ることができる仕組みになっている


